
令和８年度 鳥取市差別のない人権尊重の社会づくり協議会
令和８年９月２８日（月）1４時～
市役所本庁舎６階 会議室６-４
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第３次人権施策基本方針に基づく実施事業を抽出

【報告事項（１）】実施事業の評価、進行管理について

実施事業の評価方法について

進行管理について

実施事業の状況【別紙資料】
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人権施策基本方針第3次改訂 第３章 基本的施策の推進と体制の確立 １ 基本方針と基本的施策 （2）人権意識の高揚を図る取組

人材育成（職員研修計画）について
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【包括的官 連携プラットフォーム】
〇地域食堂の推進
〇孤独・孤立対策
〇食支援と体制構築
〇新たな地域課題解決の連携を創造

NPO法人へ委託

麒麟 と麒麟のまち地域食堂ネットワークの法人化について

急激な人口減少、世帯の単身化が進行し社会的孤立が深刻化する中
で、本事業により し、家族機能の
社会化、食支援、居場所づくりなど様々な地域課題に対応する取組を
創造します。また、 により公費負担が拡大するこ
となく、組織運営と地域課題解決機能の持続性を図ります。

【令和７年度まで】 【令和８年度以降】
事業スキーム
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開催予定： 7月28日 テーマ「誰ひとり孤立しない地域へ
『食』と『つながり』

11月 テーマ「身寄りのない単身高齢者支援（仮）」

 間資源の活 

６月 地域食堂ネットワーク運営委員会、理事会

随時 ６町協議（組織の在り方検討）

11月

２月 体制の確立（新たな体制の役員登記）

孤独・孤立
対策 食支援 新たな

テーマ
地域食堂

鳥取市、八頭町、智頭町、若桜町、岩美町、新温泉町、香美町

NPO法人 協同組合 社会福祉法人医療関係 社会福祉協議会 企業・団体 一般社団法人

地域共生社会の実現には、特定の主体に頼るのではなく、地域全体で動く仕組み
づくりが不可欠です。そこで、食支援や地域食堂を基盤とした
フォームの運営を、行政主導から「自立的な運営体制」へと移行し、機能性と持続
性の向上を図ります。これまで個別に活動していた各団体が、麒麟のまち圏域のプ
ラットフォームに集結することで、互いの課題やニーズ、知見やリソースを共有し
ます。これらを掛け合わせることで、地域課題を解決するための連携の輪をさらに、
拡げ、新たな価値を創出していきます。

官 連携プラットフォームの包括化

麒麟のまち圏域のさらなる連携強化に向けた
運営体制の検討

活用事業名 ：休眠預金等活用制度（内閣府）
事業決定 ：令和８年４月13日
事業名 ：食支援広域体制整備事業
資金分配団体：一般社団法人全国食支援活動協力会
実行団体 ：一般社団法人麒麟のまち地域食堂ネットワーク

※全国で４団体が選定され、連携する。
連携地域 ：中国、四国地方、九州地方

事業内容
鳥取市を中心とした麒麟のまち圏域、鳥取県内では寄贈食品等を

受け入れる仕組と分配する仕組があるものの、一方で、全国規模で
の企業からの寄贈食品は届きにくい状況にあります。
より広域的に、持続可能かつ効率的に届けられる体制づくりや保

管施設の確保、物流システムの構築をめざし、寄付マッチングや物
流調整のコーディネート、試行を行います。

助成額（予定）
2026年 14,216千円
2027年 15,579千円
2028年 9,205千円
計 39,000千円

ＰＦの包括化
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つながりサポーター同士の情報交換と相談支援機関のつなぎ

〇中学校区にて開催し、つながりサポーター、支援機関等に参加いただく。
実績( 60名)※R7年度末現在
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人権に関する市民意識調査について

－　8　－


